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制限なき関税自由化を目指

すT P P参加について町長の

意見を問う。

本町にとって農業は産業

の柱である。食糧自給率向

上のため、様々な施策を展開

する中、参加すれば自給率が下がるといわ

れ、矛盾があり受け入れ難い。本町への影

響は既に柑橘が自由化されているため５億

円程度の減と考えられる。

イノシシ対策を問う。

本年度、防止対策として電気柵等の補助

事業をつくった。９月になり被害が急激に

増えたため補正を組み、総額で事業費6 0 0万

円としたが、申込が多くて先着順9 3名で締

めた。来年度は大幅に予算を組み要望に応

えるようにする。（1 1月末で約3 0 0頭捕獲）

①捕獲委託金　②免許の取得、更新などへ

の助成　③死体処

理　④食肉加工等

について鋭意研究

をしていく。
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杉 山 藤 雄 議 員

TPP交渉への参加を問う

地域住民が元気であるための

その一つの手段として、老若

男女を問わずスポーツがの

びのびと展開できる場所が

必要であると思っている。

このたび、賛同する方々の署

名を集めて椎木町長と荒川議

長あてに嘆願書を提出し、理解と

協力を求めた。

冬場は日没が早いため、父兄達が暗くな

ったグラウンドに、車のヘッドライトをつ

けて練習している姿を幾度も見かけた。地域

のスポーツ少年団や、一般町民のスポーツや

イベントなどが安全に安心して開催できる

夜間照明設備を橘地区の小中学校運動場に

整備を要望する。

沢山の方が署名した嘆願書を受理してお

り、照明設備の必要性は理解している。

旧町単位では橘地区だけ整備されておら

ず、地域格差の解消をするためにも、財政

事情を勘案し、事業の進め方等について協

議の場を持ち、要望に応えるべく前向きに

努力する。
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早急に照明設備の設置を！

魚 原 満 晴 議 員

日本の平均関税率（農作物）（％）

農畜産物 関税率 農畜産物 関税率

コンニャクイモ 1,706 粗　糖 328

えんどう豆 1,085 大　麦 256

コ　メ 778 小　麦 252

落花生 593 生　糸 245

タピオカでんぷん 583 いもでんぷん 234

小　豆 403 脱脂粉乳 218

バター 360

車のヘッドライトを使っての夜間練習風景


